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一
八
○

無

常

講

式

と

浄

土

宗

加

藤

豊

吉

緒

言

浄
土
教
は
来
世
を
肯
定
し
、
我
等
に
最
高
の
理
想
と
無
上
の
楽
土
を

啓
示
し
、
願
共
衆
生
往
生
安
楽
国
を
説
い
て
い
る
。
弥
陀
、

元
祖
の
選

択
し
給

へ
る

「
順
彼
仏
願
故
」
の

一
向
専
修
称
名
念
仏
の
恒
修
相
続
で

あ
る
。

こ
の
専
修
念
仏
を
波
乱
万
丈
な
る
運
命
の
し
が
ら
み
の
中
で
信

奉
し
、
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
ら
れ
た
の
が
後
鳥
羽
上
皇
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
御
信
仰

の
帰
結
を
垂
世
の
目
的
で
御
製
せ
ら
れ
た
の
が
無
常
講

式
で
あ
る
。
従

っ
て
本
講
式
は
上
皇
の
晩
年
に
於
け
る
御
信
仰
理
念
を

窺
知
す
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

平
安
朝
末
期
鎌
倉
時
代
初
期
の
日
本
は
、
源
平
興
亡
戦
と
政
治
史
上

の
変
革
期
で
、
公
武
両
政
権
の
対
立
抗
争
の
激
し
い
時
代
で
あ

っ
た
。

そ
の
時
、
律
令
的
天
皇
親
政
を
樹
立
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
の
が
後
鳥
羽
上

皇
で
あ
る
。
上
皇
は
幕
府
の
専
横
を
憎
忌
し
給
い
、
叡
慮
を
廻
ら
し
診

念
を
傾
け
天
業
恢
弘
の
御
雄
策
を
講
じ
給
い
し
が
、
天
運
つ
た
な
く
承

久
の
乱

に
敗
れ
、
犬
逆
北
条
義
時
に
よ
り
隠
岐

に
遠
流
せ
ら
れ
、
星
霜

十
九
年
こ
の
浦
に
住
ま
わ
せ
給

い
て
帰
路
の
夢
も
空
し
く
、
延
応
元
年

(
一
二
三
九
年
)
二
月
二
二
日
哀
切
悲
愁

の
裡
に
崩
御
遊
ば
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
誠
に
罹
れ
多
き
痛
恨
の
極
み
で
あ

っ
た
。
上
皇
は
実
に
英
湛
な

聖
天
子
に
ま
し
ま
し
、
万
機
を
振
粛
し
朝
威
宣
揚
に
鞍
念
を
煩

は
し
給

う
た
。

一
方
文
武
両
道
に
達

せ
ら
れ
、
又
歌
聖

の
誉
高
く
、
文
学
、
諸

芸

(刀
剣
、
琵
琶
、
横
笛
、
囲
碁
等
)
に
卓
越
せ
ら
れ
て
い
た
。

御
信
仰
に
関
し
て
は
、
諸
先
学
の
幾
多

の
論
文
に
発
表
さ
れ
た
如
く

御
事
蹟
は
多
く
、
仏
縁
深
く
あ
ら
せ
ら
れ
、
当
初
は
法
華

経

を

読

諦

し
、
仏
典

の
精
学
、

勤
行
、
写
経
等
仏
事
に
精
励
せ
ら
れ
、
慈
円
、
俊

彷
、
聖
覚
、
明
恵
等

の
高
僧
を
召
さ
れ
、
諮
問
、
御
進
講
の
聴
講
も
多

く
又
、
法
然
上
入
を
戒
師
と
し
て
御
受
戒
も
遊
ば
し
、
漸
次
機
根
は
増

犬
せ
ら
れ
た
と
拝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

扱
、
上
皇

の
浄
土
信
仰
は
何
時
頃
か
ら
胚
胎

し
た
か
諸
資
料
を
委

に

閲
覧
し
考
察
す
る
に
、
建
久
九
年

(
二

九
八
年
)
第

一
回
熊
野
行
幸
と

推
定
さ
れ
、
爾
来
歳
月
と
倶
に
次
第
に
御
造
詣
も
深
ま
り
浄
土
に
傾
倒

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
遠
流
後
は
称
名
念
仏
に
徹
し
給
い
、
散
心
念
仏
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に
関
す
る
疑
義
を
承
円
、
聖
覚
、
明
禅
等
に
質
さ
れ
、
浄
土
教
義
の
深

奥
に
追

る
念
仏
三
味
の
御
日
常
で
あ

っ
た
と
拝
さ
れ
る
。
誠
に
偲
び
参

ら
す
だ

に
罹
れ
多
い
極
み
で
あ
る
。
晩
年
に
至
っ
て
は
御
信
仰
の
様
相

も
凄
惨
な
迄
と
な
り
、
願
求
浄
土
、
弥
陀
本
願
の
渇
望
、
来
迎
引
接
、

と
犬
御
心

は
浄
土
に
憧
憬
せ
ら
れ
、
無
常
講
式
震
筆
に
迄
御
信
仰
は
統

一
、
純
化
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

無
常
講
式

概
説

(本
稿
に
於
て
は
国
文
学
的
解
釈
は
他
日
に
譲
り
、
専
修
念
仏
に
関
す
る
考

察
を
叙
述
す
る
)

通
覧
し
奉
る
に
、
上
皇
が
い
か
に
仏
典
を
御
精
学
に
な
り
、
又
外
典
に

通
じ
給

い
し
か
、
罹
れ
多
き
こ
と
乍
ら
御
学
問
の
深
さ
を
窺
知
し
得
る

の
で
あ
る
。
御
引
用
遊
ば
し
た
内
外
典
の
名
辞
句
を
縦
横
無
尽
に
、
御

自
身
の
思
考

の
中
に
同
化
せ
ら
れ
て
、
思
い
の
ま
ま
巧
妙
に
叙
述
せ
ら

れ
た
本
講
式
は
、
至
高
な
る
宗
教
文
学
で
あ
る
。

而
し
て
本
講
式
は

一
般
の
形
式
を
打
破
し
、
特
種
な
自
由
形
態
を
整

え
ら
れ
て

い
る
。

「
無
二
次
第

一無
二法
則
一只
念
レ無
常
、

唱
二弥
陀
名

一無
ご
日
時
一無
二道

場

一
、閑
居
暁
天

旅
宿
草
枕
」

冒
頭

の
こ
の
短
い
偶
文
に
始
ま
る
本
講
式
は
、
三
段
に
分
け
講
説
せ

ら
れ
て
い
る
。

初
段
は
専
念
念
仏
の
表
白
で
あ
る
。
入
の
世
の
無
常
を
説
き
、
厭
離
稜

土
欣
求
浄
土
の
念
を
惹
起
せ
し
め
る
無
常
観
の
説
述
、
次
い
で
喩
論
を

古
事
に
抽
導
し
給

い
、
六
十
路
を
迎
え
老
の
不
安
と
焦
燥
に
煩
悶
し
乍

ら

「
厭
二
五
道
六
道
苦
一可
レ欣
者
安
養
之
浄
刹
、

生
二前
仏
後
仏

之

間

一

可
レ愚
者
弥
陀
之
悲
願
也
、
只
唱
一一弥
陀
名
一可
レ欣
二蓮
上

一也

故

東

黛
梱
不
レ登
之
先
急
可
レ
急
者
念
仏
功
」
と
称
名
念
仏
を
力
説
せ
ら
れ
、

犬
御
心
は
願
生
浄
土
に
憧
憬
し
給
う
の
で
あ
る
。

中
段
に
於
て
は
仏
教

の
哲
理
、

三
世
を
貫
ら
く
抜
大
原
則
、

三
法
印

中
、
諸
行
無
常
印
、
即
、
万
有
流
転
の
犬
法
則

に
触
れ
、
就
中
愛
別
離

苦
、
哀
切
の
実
相
を
巧
妙
に
名
文
を
以

っ
て
震
筆
せ
ら
れ
て
い
る
。

「挙
世
如
ご浮
嵯
一
干
朝
生
夕
死
別
者
幾
許
哉

或
昨
日
己
埋
拭
三
涙

墓
之
下

一者

或
今
夜
欲
レ
送
泣
二別
棺
前

一
之
入

凡
無
レ
墓
者
入
始
中

終
如
レ幻
者

一
期
遇
程
也

三
界
無
常
也
、
自

レ古
未
聞
レ有
萬
歳
入
身
」

と
三
界

の
無
常
と
入
生
の
修
な
さ
を
述
懐
せ
ら
れ
、
次
で
凄
滲
眼
を
覆

う
惨
標
極
ま
る
光
景
の
描
写
と
続
き
、
白
楽
天
詩
集
よ
り

抜

粋

活

用

後
、

「
一
切
有
為
法
如
レ
夢
幻
泡
影
、
如
レ
露
、
亦
如
レ
電
、
応
作
二
如
是

観
一」
と
永
遠
、
無
限
な
る
時
空
に
於
て
入
生

の
余
り
に

も

短
拙
、
刹

那
な
る
を
観
想
せ
ら
れ
て
の
述
懐
で
あ
る
。

終
段
で
は
、
御
配
流
後
、
時
は
流
れ
て
幾
春
秋
、
総
て
の
望
を
断
た

れ
深
い
諦
観
に
発
し
給
う
た
、
鋭

い
入
生

へ
の
御
批
判
と
、
高
き
彼
岸

へ
の
思
慕
と
交
鎖
し
、
や
が
て
来
迎
引
接

へ
の
深
刻
な
悲
願
に
浸
潤
し

無
常
講
式
と
浄
土
宗

(
加

藤
)
 

一
八

一
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無
常
講
式
と
浄

土
宗

(加

藤
)

一
八

二

給
う
犬
御

心
を
追
想
し
奉
る
時
、
悲
涙
湧
陀
と
し
て
頬
を
伝
わ
る
を
禁

じ
得
な
い
。

「
契
而
尚
可
レ契
者
菩
薩
聖
衆
之
友
、
愚
尚
可
レ愚
者
、
弥
陀
本
誓
之

助
也
」
と
勝
友
と
し
て
菩
薩
及
極
楽
界
会
清
浄
大
海
衆

へ
の
思
慕
と
本

願
渇
仰

の
翰
念
が
窺
え
る
。
そ
し
て
再
度

「欣
二九
品
之
迎
"唱
ご
弥

陀

之
名
号

こ

と
弥
名
念
仏
を
執
拗
に
勧
進
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
又

本

講
式
を
拝
調
し
奉
る
に
、
無
常
観
叙
述
の
間
及
、
各
段
の
結
び
に
必
ず

六
字
の
名
号
を
記
述
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
を
意
味

す
る
で
あ
ろ
う
か
、
明
ら
か
に
、
称
名
念
仏
の
相
続
を
銘
記
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に

「
此
依
二諸
功
徳

一願
命
終
時
於

見
二無
量
寿
仏
一無

辺
功
徳
ご
身
一我
及
余
信
者
既
見
彼
仏
一已

願
得
二
離
垢
眼
"往
生

安

楽

国
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
一
節

は
永
観
も
往
生
講
式
に
引
文
し
て

い
る
が
そ

の
典
拠
は
堅
慧
の
宝
性
論

で
あ
る
。

考

証

倦
、

本
講
式
に
於
て
、
専
修
念
仏
義
を
明
示
す
る
文
句
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

冒
頭
の
偶
文

「
唱
ご弥
陀
名
一」
初
段
の

「
只
唱
二弥
陀
名
一可
レ欣
二蓮

上
也
」
終
段
の

「欣
二九
品
之
迎
一唱
二弥
陀
名
号
一」
で
あ
る
。

唱
は
口
に
出
し
て
と
な
え
る
こ
と
で
、
称
は
口
に
と
な
え
る
こ
と
を

云
う
。
意
味
は
共
通
で
あ
る
が
、
称
に
は
賛
嘆
の
意

も

含

ま

れ
、
思

念
、
憶
念
で
は
な
く
、

生
体
の
発
声
器
官
に
よ
り
発
音
を

必

須

と
す

る
。
故
に
称
名
念
仏
は
、
仏
名
を
声
に
出
し
て
称
え
る
こ
と
で
、
之
が

専
修
念
仏
の
本
義
で
あ
る
。
そ
の
音
波
が
空
気
伝
導

に
よ
り
聴
覚

に
達

す
る
時
、
高
声
念
仏
と
な
る
。
宗
祖
は

「
念
仏

は
最
も
称
名
を
本
願
と

す
れ
ば
、

地
体
高
声
な
る
可
し
。
我
が
耳
に
聞
ゆ
る
程
を
高
声

の
分
と

す
る
也
」
と
言

っ
て
い
ら
れ
る
。

次
に
初
段
に
曰
く

「
只
唱
ご弥
陀
名
号

一可
レ欣
二
蓮
上
一也
」
と
仰

せ
ら
れ
て
い
る
。

「
只
唱
ご弥
陀
名
号
」

は
専
修
念
仏
独
特

の
教

判

で
あ

る
。
こ
の

「
只
」
に
重
要
な
意
味
が
あ
り
、

こ
の
「只
」
は

一
枚
起
請
文
の
「『
只
』

一
向
に
念
仏
す
べ
し
」
の
只
と
全
く
同
じ
意
味

で
、
他

に
何
も
無
い
と

云
う
こ
と
で
あ
る
。
即
、
真
如
、
空
、
観
念
、

賛
嘆
等
総
て
無

い
と
解

釈
す
べ
し
で
あ
る
。
元
祖
の
選
択
本
願
念
仏
義

に
於
て
余
善
諸
行
は
弥

陀
本
願
の
生
因
に
非
ず
と
し
て
廃
捨
し
、

一
向
専
修
名
念
仏
こ
そ
正
し

く
弥
陀

の
本
願
で
あ
り
、
衆
生
往
生
の
正
定
業
と
決
め
つ
け
て
勧
進
せ

ら
れ
た
。
さ
れ
ば
称
名
念
仏
の
弘
通
、
勧
進
は
、
元
祖
出
世

の
本
懐
で

あ
る
。
上
皇
は
元
祖
の
こ
の
念
仏
思
想
を
本
講
式
に
講
説
し
給
い
、
称

名
念
仏
を
強
調
せ
ら
れ
て
い
る
。
於
是

観
無
量
寿
経
散
善
義
の
一
節

「仏
告
阿
難
、
汝
好
持
是
語
、
持
是
語
老
即
是
持
無

量
寿

仏

名
」

と
、
更
に
元
祖
の
常
に
仰
せ
ら
れ
る
詞

「
名
号
を
聞
く
と
云
と
も
、
信

ぜ
ず
は
聞
か
ざ
る
が
如
し
、
た
と
え
信
ず
と
云
う
と
も
、
唱
え
ず
ば
聞

-694-



け
ざ
る
る
が
如
し
。
只
、
常
に
念
仏
す
可
し
」
を
併

せ
、
思

考

す

る

時
、
念
仏
の
次
元
は
、
時
空
を
超
越
し
て
、
三
尊
者
倶
に
相
等
し
い
の

で
あ
る
。

上
皇

は
浄
土
宗
に
実
に
尊
き
御
事
績
を
遺
功
あ
ら
せ
ら
れ
た
。

即
ち
称
名
念
仏
の
最
勝
絶
対
性
を
信
奉
に
な
り
、
実
践
躬
行
の
後
、

得
ら
れ
た
宗
教
的
体
験
に
基
づ
き
、
入
間
の
窮
極
に
於
て

愚

む

可

き

は
、
万
徳
所
帰
、
超
勝
独
妙
な
る
専
修
念
仏
で
あ
る
事
実
を
御
遺
戒
あ

ら
せ
ら
れ
、
不
朽
の
聖
典
、
無
常
講
式
を
御
垂
世
し
給
う
た
こ
と
で
あ

る
。浄

土
願
生
の
翰
念
が
ひ
た
む
き
に
募
れ
は
募
る
程
、
寄
る
辺
な
き
身

は
、
老
苦
と
病
悩
に
苛
な
ま
れ
、
不
安
は
焦
燥
を
招
き
、

こ
れ
が
交
錯

し
、
哀
愁
を
そ
そ
り
、
や
が
て
働
笑
と
な
り
、
働
突
の
中
に

一
条
の
光

明
を
見
出
し
、
決
然
と
し
て
悟
り
得
た
帰
決
を
筆
に
託
す
垂
世

へ
の
衝

動
に
か
ら
れ
、
御
震
筆
遊
ぽ
さ
れ
た
と
遙
想
し
奉
る
。

出
離

の
道
を
求
め
給
え
る
お
念
仏
は
、
勝
田
山
麓
の
木

の
問

に
洩

れ
、
切
実
な
入
生
観
、
深
刻
な
る
無
常
観
が
魂
の
ふ
る
さ
と
極
楽
浄
土

へ
の
絶
叫
で
あ
り
、
弥
陀
本
願
喝
望

の
哀
願
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

上
皇
は
壮
犬
な
体
系
と
深
甚
な
る
教
理
を
展
開
し
た
南
都
六
宗
の
顕

学
も
捨
て
、
最
澄
以
来
の
伝
灯
と
権
勢
を
誇
示
し
た
北
嶺
台
密
の
教
学

も
拗
ち
、
深
淵
な
る
構
想
と
幽
玄
な
真
言
教
論
を
継
承
し
た
。
高
野
東

密

の
教
義
も
翰
念
に
添
わ
ず
。
乱
世
の
時
相
に
時
機
相
応
な
る
法
然
上

入
の
教
説
、

一
向
専
修
称
名
念
仏
を
選
釈
し
給
い
、
称
名
念
仏
に
依
り

往
生
の
素
懐
を
遂
げ
給
う
た
正
し
く
専
修
念
仏

の
犬
先
徳
に
お
わ
し
た

の
で
あ
る
。

元
来
浄
土
宗
は
上
皇
に
対
し
奉
り
余
り
に
も
冷
酷
で
あ
る
。
中
皇
は

上
述

の
如
く
浄
土
宗
に
抜
群

の
御
事
績
を
遣
さ
れ
、
至
尊

の
御
身
を
以

っ
て
他
の
総
て
の
信
仰
を
捨
て
、
最
後
に
は
只

一
途
に
宗
祖

の
専
修
念

仏
を
信
奉
せ
ら
れ
、
浄
土
教
に
殉
教
あ
ら
せ
給
う
た
と
云

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

然
る
に
、
専
修
念
仏
を
宗
旨
す
る
浄
土
宗
が
そ
の
遺
徳
の
顕
彰
は
お

ろ
か
、
無
常
講
式
さ
え
取
り
挙
げ
て
い
な
い
。
誠
に
遺
憾

至

極

で

あ

る
。
実
に
無
常
講
式
こ
そ
浄
土
宗
に
於
け
る
珠
玉
の
聖
典
で
あ
る
。

念
仏
停
止
、
宗
祖
遠
流

の
院
宣
が
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
、
法
敵

の
如
く
錯
覚
し
、
因
襲
と
な
り
残
存
継
承
し
た
結
果
で
あ
る
。
然
し
、

こ
れ
は
犬
変
な
誤
解
で
あ
る
。
上
皇

の
朝
念
に
は
専
修
念
仏
抹
殺
の
叡

慮
は
な
く
、
念
仏
停
止
は
、
聖
道
門

へ
の
方
便

で
あ
り
青
年
期

に
お
け

る
血
気
の
一
時
的
激
情
に
因
る
も
の
で
あ

っ
た
。
後
年
停
止
し
た
禁
を

御
自
ら
破
り
、
称
名
念
仏
に
浸
潤
し
、
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
給
う
た
の

で
あ
る
。
我
等
は
こ
の
事
実
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
皇
は

入
間
が
、
極
限

の
状
態

に
陥

っ
た
時
愚
む
は
弥
陀

一
尊
で
あ
り
、
出
離

の
要
道
は
称
名
念
仏

の
外
に
無

い
こ
と
を
、
換
言
す
れ
ぽ
、
称
名
念
仏

は
万
行
に
勝
る
絶
対
的
正
定
業
で
あ
る
と
云
う

こ
と
を
、
証
誠
遊
ぽ
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

無
常
講
式
と
浄
土
宗

(加

藤
)
 

一
八
三
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無
常
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式
と
浄
土
宗

(加

藤
)
 

一
八
四

語

結

以
上
無
常
講
式
の
概
略
を
述
べ
、
専
修
念
仏
に
関
す
る
私
的
考
証
を

叙
述
し
た
。

本
講
式

に
説
述
さ
れ
た
上
皇
の
御
信
仰
は
、
そ
の
文
章

を

解

し

て

も
、
他
の
念
仏
と
比
較
検
討
し
て
も
、
明
ら
か
に
専
修
念
仏
で
あ
る
こ

と
に
間
違

い
は
な
い
。
宗
門
に
史
家
多
士
済
々
、
こ
の
事

実

を

直

視

し
、
宗
史

に
正
し
く
位
置
付
け
て
銘
記
し
、
後
進

に
伝
承
し
、
又
全
僧

伽
に
真
実

を
認
識
せ
し
め
る
こ
と
が
、
学
究
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

る
。無

常
講
式
は
そ
の
写
本
が
洛
北
、
仁
和
寺
の
宝
蔵
よ
り
大
正
七
年
和

田
英
松
博

士
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

余
り

流
布
さ
れ

て
い
な
い
。
三
祖
紀
主
禅
師
の
高
足
、
望
西
棲
了
恵
が
弘
安

六
年

(
一
二
八
三
年
)
自
著
、
知
恩
伝
巻
下
に
終
段

の
一
節
を
引
用
し
て

い
る
が
、

そ
の
後
、
真
宗
の
存
覚
が
法
語

に
引
用
し
、
又
蓮
如
も
中
段

の
名
句
を
白
骨
御
文
に
引
文
し
、
真
宗
で
は
今
日
迄
活
用
し
て
い
る
。

然
し
こ
れ

は
誠

に
残
念
な
事
で
あ
る
。
無
常
講
式
に
は
浄
土
宗

の
念
仏

思
想
の
み
を
講
説
せ
ら
れ
、
真
宗
の
念
仏
義

に
は
抵
触
さ

れ

て

い
な

い
。
従

っ
て
浄
土
宗
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
浄
土
宗
挙

っ
て
奉
戴
謹
諦

し
、
臨
場
法
話

に
又
待
機
説
法
に
、
念
仏
弘
通
と
倶
に
弘
く
活
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

無
常
講
式
の
宣
揚
、
流
布
は
、
愛
山
護
法
に
連
鎖
し
、
万
世
不
朽

の

法
門
に
燦
然
た
る
光
芒
を
添
え
る
こ
と
を
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
六
十
四
年

(
一
九
八
九
年
)
は
後
鳥
羽
上
皇
崩
御
ま
し
ま
し
て
七

百
五
十
年
に
な
る
。

奉
賛
会
に
於
て
は
、
痛
恨

の
往
時
を
回
顧
し
、
御
聖
徳
を
景
仰
し
奉

り
、
七
百
五
十
年
犬
聖
忌
を

一
宗
挙
げ
て
謹
修
し
、
以

っ
て
微
枕
を
献

げ
奉
ら
ん
と
念
願
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
宗
門
各
位
に
は
何
卒
趣

意
を
理
解
、
御
賛
同
の
上
、
協
力
支
援
賜
わ
ん
事
を
懇
望
す
る
次
第
で

あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

無
常
講
式
、
浄
土
宗
、
専
修
念
仏

(総
本
山
智
恩
院
伝
導
隊
理
事
)
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